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論 文 内 容 の 要 旨
　レンブラントは、17世紀オランダを代表する画家と称されている。しかし、彼の絵画は、当時のオランダ
の主流であった、透明な鏡のように世界を映しだす精緻な画術を、むしろ拒絶するものであった。彼は、当
時オランダ的と見なされていた絵画の特質から距離を置くことで、逆説的に17世紀のオランダ絵画を象徴す
る存在となったのである。さらに言えば、レンブラント作品には、その特徴として、テキストから逸脱した
描写や伝統的図像とは異なる構図が認められる。また、その構図やモチーフや絵画技法は、生涯にわたって
大きく変化する。このことから、画家の作品からは解釈のための特定の手掛かりを導き出すことはできない
と20世紀の中頃まで考えられていた。その結果として、それまでの多くの作品解釈は、「集約された魂の表
現」、「雰囲気の絵画化」という曖昧なものに終始した。しかし、その後、20世紀後半頃からは、レンブラン
トを孤高の天才的芸術家ととらえる従来のロマン主義的な図像解釈に対して異議が唱えられるようになった。
　たとえば、テュンペルらは、レンブラントが晩年作品において伝統的図像を確かに用いていたと主張し
た。これに対してビアウォストツキは、その意見を受け入れながらも、画像源泉を特定するだけでは、この
画家の晩年作品を十分に解釈することはできないと反論した。本論文は、このビアウォストツキの見解に基
本的には依拠している。つまり本論文では、画家の作品には画像源泉からは説明しきれない「行為遂行的
（performative）」なものが存在していて、それが、伝統的な物語を主題として語りながらも、そこに別の新
たな主題を付与することで観者に深い感情反応を喚起するという事実に注目する。具体的には、その新たな
主題として、先行研究でも言及されてきた画家の盲目性への関心を糸口に、視覚と触覚の関係性へと収斂さ
せるかたちで結論を導く。
　本論文は、全５章から構成される。先行研究と議論の背景について記した序論に続く第Ⅰ章では、ルーヴ
ルの《バテシバ》（1654年）を取り上げ、レンブラントが情念定型から離脱していった背景を考察する。第
Ⅱ章では、肖像画《ホメロスの胸像に手を置くアリストテレス》（1653年）の分析を行う。ここでは、委託
によって制作されたこの哲学者の肖像画に描かれた、視覚の相対化と触覚への画家の関心を人物描写から解
き明かす。第Ⅲ章と第Ⅳ章では、二つの作品群を扱う。第Ⅲ章で議論する作品群「トビトの目を治すトビア」は、
画業中期にレンブラントが同じ構図を維持したまま、原典に記述のないモチーフを繰り返し描写したもので
ある。第Ⅳ章の作品群「神殿のシメオン」は、同一場面を描いたものであるが、画業初期から最晩年にかけ
てそのモチーフと構図は大きく変化した。とくに、トビトの作品群を扱う前者では、原典にないモチーフを
画家が一貫して使用し続けた理由を、触覚と視覚の関係性に注目した視点から明らかにする。また後者（第
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Ⅳ章）では、同一場面でありながら、異なる構図で描いた作品群の最後に画家が表象したものを、情念描写
と触覚の関連から解き明かす。そして第Ⅴ章では、画家の晩年作品で見られる触覚への傾倒と視覚の相対化
を、技法の変化という視点から分析する。
　以上のように、本論文の趣旨は、17世紀のオランダ絵画の主潮流とは別の道を模索した結果、今なお、図
像解釈においてさまざまな議論を惹起し続けているレンブラントの作品を、視覚と触覚に関連する寓意表現
という観点から考察することにある。視覚文化が社会の中心であった当時のオランダにおいて、視覚芸術で
ある絵画で好まれていた精緻な筆遣いを行わなかったことは、作品にどのように反映されているのか。伝統
的図像を理解した上で、画業晩年に向かうにつれてそこから離れていった画家の意図は、なんであったのか。
レンブラントが繰り返し描いた主題の存在と、その繰り返しの中で顕在化する画家の関心についても作品分
析を通して明らかにする。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　巨匠と称えられてきた17世紀オランダの画家レンブラントについては、多様で変化に富んだ受容史がある。
また、すでに多くの先行研究も積み重ねられてきた。そのなかで近年とくに、真贋鑑定の問題と並んで取
り組むべき課題とされているのは、細分化された特定作品の主題解明を超えて、媒体やジャンルを横断する、
いわば統合的な視点から画家の制作理念に接近することである。その意味で、生涯を通じた作風変遷の背後
に、その底流として変わることなく存在していた、触覚性に対する関心に着目することで、モチーフの分離、
図像やジャンルの曖昧化などの諸問題に解決の糸口を提供した本論文には充分な学術的意義が認められる。
　執筆者の国清景子氏によれば、レンブラント作品から解釈のための特定の手がかりを引き出すことが難し
いのは、個々の作品のなかに、表向きの主題とは別に、図像伝統からは切り離された、もう一つの主題が組
み込まれているからである。図像源泉からは説明されない、この「コア・テーマ」に接近するために国清氏は、
孤独な天才画家による人間性洞察を導く古典主義な解釈にも、純粋な視覚性の分析を徹底する近代的な解釈
にも拠らず、むしろ観者の具体的な認知行為を促す情念描写に注目するという、いわば受容論的ないしは言
語行為論的な視点を採用した。氏はレンブラントによる、視覚性や伝統図像からの離反は、絵画経験がもつ
事実確認的（constative）ではなく行為遂行的（performative）な側面に注目した結果であることを強調する。
そして、この経験を実現する主題の一つが触覚性であることを新たに指摘することで、画家の芸術的表現の
特性を明らかにした。
　さらに、本論文は、これまで明確な結論を導くことが困難であった他のいくつかの問題に対しても、触覚
による認知行為に着目することで、新たな解決の方向性を示している。たとえば、演劇における身振りと情
念の結びつきや、当時の白内障手術で用いられた器具の描写にみられる画家の医学への関心、あるいは彼が
居住していた地区のユダヤ人との交流がもたらした新たな聖書解釈などに関して、画家の関心が高度な図像
解釈よりも日常生活で眼前に展開する光景に向かっていたとする国清氏の主張には具体的な説得力がある。
　なお、審査会ではいくつかの問題点も指摘された。たとえば、トビトやシメオンをめぐる特定の物語を描
く一連の作品群を分析する際には、油彩と素描、版画などの媒体の表現上の特質に対して今以上の敏感さと
慎重さが求められる。また、五感論における触覚の取り扱い（第２章と第３章）や、晩年の厚塗りや粗描き
などの技法上の様式変化をめぐる議論（第５章）に対しても、精神主義的解釈に再び陥らないために、同時
代画家との比較や、当時の社会的コンテクストを積極的に参照することの必要性が指摘された。さらには、
レンブラントによる聖書読解やそれにもとづく絵画表現に対しても、彼の信仰の一貫性に関わる深化した解
釈が求められた。これらは、渉猟すべき史料の範囲をさらに拡大することや、依拠する方法論を相対化する
ことなどとともに、国清氏が研究者として今後も取り組み克服していかねばならない課題であろう。
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　しかしながら、これらの問題点を勘案しても、本論文は博士論文としての条件を充分に満たしている。審
査委員３名は、論文の審査並びに2018年２月13日に実施した論文発表と審査会での口頭試問の結果により、
国清景子氏が博士（芸術学）の学位を受けるに値すると判断し、ここに報告する。
